










�y�8�G�¶�­�­ �y �H ���� �ø�¤�������������¥96

�Í�Í �¥�¥ �•�• &¾&¾'g'g %·%·�‡�‡ �±�± �Û�Û� � �
�
 �
�
 �(�( �/�/ �Ÿ�Ÿ�Õ�Õ�å�å �Ã�Ã�«�« �d�d �~�~ �…�…�(�( �x�x �W�W



97編集後記

このたび、ご関係いただきました多くの皆様方のご尽力により「短期大学教育」第 80 号を発

刊できましたこと、厚く御礼申し上げます。

短期大学を取り巻く環境は、日に日に厳しさを増しておりますが、地域に根差した教育機関と

しての短期大学の重要性は言うまでもありません。そこで本号のテーマは「地域社会を支える専

門職業人材の養成を担う短期大学」といたしました。

まず巻頭言は、徳島文理大学短期大学部の村崎文彦理事長から「『知の総和』の維持を願って」

を頂きました。「修学支援奨学金の機関要件」についての問題点を指摘されるとともに、「知の総

和の維持」を目指し、短期大学として一層の学びの充実と学生確保が重要であると述べられてお

ります。

続きまして、令和 6 年度から日本私立短期大学協会会長に就任されました山口短期大学の麻生

隆史理事長・学長から、「地域を支える私立短期大学の振興方策について」と題して、新会長就

任のご挨拶を頂戴しております。日本私立短期大学協会としての、文部科学省に対する各種制度

改革の要望を整理され、今後の協会の活動の指針を示されております。また、振興方策として、国・

自治体の財政措置・就学支援や、地域企業のご理解、ご支援、そして短期大学自身が、養成する

人材の魅力を発信することが重要であるとされています。

文部科学省からは、中央教育審議会の答申「我が国の『知の総和』の向上の未来像～高等教育

システムの再構築～」をご紹介いただきました。そこでは、短期大学について「具体的には、各

短期大学の特性に応じた取組促進として、時代の変化に応じた役割を踏まえつつ、短期大学自身

の変革を促し、その特性に応じた学びの多様性の確保等が図られるよう支援を行うとともに、短

期大学の専攻科修了者の大学院への進学ニーズ等を含め、短期大学制度の改善の検討を行うこと

が必要である」と言及されております。

そして、各専門分野の短期大学から「専門職業人材養成に関する自学の取り組みについて」を

テーマに論稿を頂戴いたしました。

その論稿を拝読いたしますと、さまざまに創意、工夫を凝らして、専門職業にあわせた教育を

されており、かつ、どの短期大学も地域の企業様などとの連携、地域社会への貢献を積極的に行

われていることが、ひしひしと伝わって参ります。まさに、地域社会を支える専門職業人材の養

成を担う短期大学であり、地域を支える私立短期大学の面目躍如と思われます。

本号のテーマ「地域社会を支える専門職業人材の養成を担う短期大学」のとおり、寄せられた

論稿からは、地域社会に根差し、地域社会を支え、地域社会とともに歩む短期大学の姿が浮き彫

りになっております。しっかりと教育の質保証に取り組み、地域に貢献する人材を養成していく

ことが短期大学に課せられた使命であると改めて認識いたしました。

中央教育審議会の答申にありますように、短期大学として、時代の変化に応じた役割を踏まえ

つつ、各校が独自の改革を進めていくことが肝要だと思います。

今後とも短期大学教育に携わる皆様方からのご指導とご協力をお願い申し上げまして、編集後

記の御礼の言葉といたします。

日本私立短期大学協会 広報委員会委員長

（大手前短期大学 副理事長・学長）　　　

福　井　洋　子
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